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地鎮祭について 

株式会社あすなろ建築工房 

 

１．地鎮祭とは 

地鎮祭とは、新しくその土地に住まいを建てる際に、土地

の神様（八百万
や お よ ろ ず

の神）に工事の無事や安全と建物や家の繁

栄を祈る儀式のことを言います。工事の着工にあたり、神

職をお招きして神様にお供え物をし、祝詞をあげ、お祓い

をして浄め、土地に手を入れる 初の儀式として鍬や鋤を

入れ、工事の無事を祈ります。出席するのは、施主ご家族、

設計者、施工会社、工事関係者（鳶、大工など）です。 

 

２．神社の選び方 

一般的にはその土地の氏神神社の神主により執り行われますが、 近は神主がいる神社が少なくなってい

ることもあり地域にこだわらずに神社を選ぶことも多くなっています。神社庁 HP にて近所の神社の検索

が出来ます。特に決まった氏神様が居ないのであれば、御依頼いただければこちらで氏神様を探します。 

 

３．地鎮祭の日取り 

地鎮祭は慣例的には吉日を選んで行なわれます。地鎮祭の吉日とされるのは、大安、先勝の午前、先負の

午後、友引の日です。２週間前くらいまでに神社に日時の予約をします。 

 

４．準備するもの （【カッコ内】は準備する人） 

【神社】 

‧ 祭壇 

【施工者】 

‧ テント（雨天時） 

‧ しめ縄 

‧ 砂 

‧ 笹竹４本 

‧ 鋤、鍬、鎌 

【お施主様】 

‧ 榊 30ｃｍ 参加人数＋神主分 玉串奉納用 

‧ 榊 70ｃｍ～80cm×３本 祭壇用 

（近所の花屋で購入出来ます。事前に予約しておくほうがよいです） 

‧ 紙コップ（献杯用） 

（地鎮祭の 後に全員でお神酒を頂く時に使います） 

‧ 神饌（お供え物）（詳細後述） 

‧ 初穂料（３万円～５万円） 
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５. 神饌について 

・ お米 一合 

・ お酒 一升 

施工者も奉献酒を用意しますが、お施主様も御用意されることが多いです。酒屋さんに「地鎮祭用」と

言うと熨斗をつけてくれます。熨斗の表書きの上段は「奉献」下段は、施主名です。 

・ 塩 一合  

・ 水 一合  

・ 海の幸（３種くらい） 

めでたい鯛が代表的ですが、魚なら特になんでも構いません。尾頭付きが吉とされています。他に昆布、

ワカメ、スルメなどの乾物で合計３種程度御用意下さい。 

・ 山の幸（３種くらい） 

地面 の上にできるもの（トマト、なす、胡瓜など）と、地面 の下にできるもの（人参、大根、いも類

など）で３、４種程度御用意下さい。 

・ 果物（３種くらい） 

季節のもので、りんご、バナナ、パイナップル、グレープフルーツ、オレンジなど、３、４種程度御用

意下さい。 
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６．地鎮祭の流れ  

神棚に向かって 前列にお施主様およびご家族、２列目以降に設計者および施工者、工事関係者と並び

ます。  

① 修
しゅう

跋
ばつ

の儀 

神主さんが祭壇、土地、参列者をお浄めします。 

②降
こう

神
しん

の儀 

神主さんが祝詞をあげ、祭壇の榊に神様をお迎えします。 

③献饌
けんせん

 

神主さんが神様にお供え物を差し上げます。 

④祝詞
の り と

奏 上
そうじょう

 

神主さんが神様に工事の安全を祈る祝詞を読み上げします。 

⑤切
きり

麻散
ぬささん

米
まい

 

神主さんが榊でお払いをし、切紙を撒いて工事を行う土地を清めます。 

⑥地鎮の儀 

その土地で初めて草を刈る「刈初（かりぞめ）」、初めて土をおこす「穿

初（うがちぞめ）」、初めて土をならず「土均（つちならし）」を行い

ます。 

設計者が「鎌」、施主が「鋤」、施工会社が「鍬」をもち、順番に行い

ます。大きな声で『えい。えい。えい。』と掛け声をかけながら行い

ます。   

⑦玉串
たまぐし

奉奠
ほうてん

 

玉串とは、榊を神前に供えるものです。玉串を神主から受け取り神前

に進みます。 

1）右手で根元を上からもち、左手で葉の方を下から支えるように持

ち、神前に進み一礼します。 

2）玉串を時計回りにし、右手で持っている根元を自分の前に持って

きます。葉の方の左手は神前に差し出すように下から葉を支えます。 

3）玉串を額に近づけるように掲げ、工事の無事を祈念します。 

4）玉串をもとの高さに下げ、左手で根元の方を持ち、右手で葉の方

を持つように、手を持ち替えて更に時計回りにします。 

5）根元が祭壇の方を向いたところで、 神前に一歩進み、玉串を胸の

高さに掲げ、玉串案にお納めします。 

6）一歩下がって二礼二拍手一礼をします。  

⑧撤饌
てつせん

 

神主さんが神様にお供えした神饌をお下げします。 

⑨ 昇
しょう

神
じん

の儀 

神主さんが神様に帰っていただくための儀式をします。  

⑩閉式の辞 

地鎮祭の終了を告げます。  

⑪神酒拝戴
しんしゅはいたい

（直会
なおらい

の儀） 

お神酒をいただきます。 
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７．御近所への挨拶 

・ 地鎮祭の前または後に御近所へ工事の挨拶回りをします。現場担当者と一緒に御近所への御挨拶をお願

い致します。 

・ 手土産品として 1,000～3,000 円程度の菓子折りを御用意下さい。 

・ 施工者は、工事の案内ビラとタオルと監督の名刺をお渡しします。 

 

８．その他 

・ 当日の服装は特に正装である必要はありませんが、神様に失礼のない服装がよいかと思います。（T シ

ャツや短パンなどは避ける） 

・ 儀式としては 30 分から 45 分くらいかかります。夏場は熱射病対策、冬場は防寒対策をお願い致しま

す。 

・ 雨天でも決行します。 


